
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 早いもので今年度がスタートして 2 か月が

経ちました。6 月は「ふれあい月間」です。

ふれあい月間では、安心・安全な生活の中で

も「心」の部分を大切に、学習及び生活両面

から子どもたちと共に取り組んでいきます。

今年度は、中学校と連携したあいさつ運動と

共に、校内でもクラスごとに目標をたて、あ

いさつに取り組んでいきます。あいさつから

気持ちの良い 1 日をスタートします。さらに、

ふれあいアンケートを実施し、日常生活で困

っていることがないか、確認を行います。  

  

 安心・安全な生活を過ごすために、本校が

大切にしているのは「情報の共有と確認」で

す。学校生活の基盤となる「杉三スタンダー

ド」を基に、感染症対策のための時程変更や、

遊び方のルールの変更などを追加して生活し

ています。特に今年度は、4 月の開始当初か

ら「密を避けて休み時間を過ごす」ことがで

きるように、生活時程を変更し 2 つのグルー

プに分けていました。5 月のリバウンド防止

対策期間が終了したことを受け、本来の生活

時程に戻した生活が始まったばかりです。何

か生活でわからないことがあると、「先生、こ

れはどうなっていますか？」と確認にきてく

れる高学年の姿が見られます。確認を通して、

安心・安全に過ごす意識が高まっていること

がとても嬉しいです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安心・安全な生活のために、4 月から様々な

安全教室を行ってきました。交通安全、日常

の生活の中で気を付けるべきことを学ぶセー

フティ教室、情報モラル教室などです。特に、

セーフティ教室では、杉並警察署スクールサ

ポーターの方々のご協力をいただき、低学年

に不審者について、中学年に万引き・お金の

使い方について、高学年に非行防止の観点か

ら講義を行いました。その中で全学年で確認

した不審者への対応について、とても大切な

お話がありました。まず「相手と距離を取る

こと」、そして「近くの大人にすぐ話すこと」

が重要とのことでした。学校外で何かあった

とき、すぐ近くに大人がいるとは限りません。

学校では、ピーポ君 110 番の看板がついてい

る場所に相談ができることを伝えています。

そして、何かあったらすぐに 110 番していた

だくことが事件解決につながるそうです。  

 

不審者対応だけでなく、子どもたちが安心・

安全に過ごすことができているのは保護者の

皆様、地域の皆様のご理解・ご協力のおかげ

です。今後共、ご協力のほど、どうぞよろし

くお願いいたします。  
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★今年度は「創立１３０周年」です  

 

セーフティ教室で、スクールサポーターの  

お話を真剣に聞く子どもたち  

 


